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米国 生産者物価コアは今後一段と鈍化する公算(06年12月生産者物価) 
  発表日：2007年1月17日(水) 

～これまでの中間財の下落によって2007年７月まで最終財は鈍化傾向を辿る公算～           

第一生命経済研究所 経済調査部 
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2006年12月の生産者物価（最終財）は、前月比＋0.9％と２ヵ月連続の上昇となり、市場

予想の同＋0.5％を上回った。エネルギー価格が同＋2.5％と鈍化したものの、食料品が同＋

1.7％とプラス幅が拡大した。 

変動の大きい食料・エネルギーを除いたコア（最終財）は、同＋0.2％と市場予想の同＋

0.1％を上回ったものの、緩やかな上昇にとどまっている。 

 

今後の変動の大きい食料・エネルギーを除いたコア（最終財）のモメンタムに関して３ヵ

月移動平均・３ヵ月前対比年率でみると、2006年５、６、７月と中間財（コア）が上昇した

ため、中間財（コア）に６ヵ月程度遅れて影響を受ける最終財（コア）は2007年１月にかけ

て上昇が予想される。ただし、競争の激化や生産性の向上等を背景に2004年以降、川中であ

る中間財から川下である最終財への波及は限定的なものにとどまっており、最終財（コア）

は緩やかな上昇が見込まれる。 

2007年２月以降の最終財コアは、中間財（コア）が2006年８月から12月にかけて低下して

いることから、2007年７月まで鈍化傾向を辿ると見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

コアは前月比＋

0.2％と市場予想を

上回った 

生産者物価（Producer Price Indexces）
最終財 中間財 原材料

コア エネルギー コア コア WTI

06/01 ＋0.3 (＋5.6) ＋0.4 (＋1.3) ＋0.1 ＋1.0 ＋0.9 ▲0.8 ▲0.2 65.3
06/02 ▲1.2 (＋3.9) ＋0.3 (＋1.7) ▲4.5 ▲0.5 ＋0.3 ▲8.1 ＋3.1 61.9
06/03 ＋0.4 (＋3.6) ＋0.2 (＋1.7) ＋1.5 ＋0.2 ＋0.4 ▲2.5 ＋1.3 63.0
06/04 ＋0.9 (＋4.1) ＋0.1 (＋1.5) ＋4.0 ＋1.0 ＋0.6 ＋2.6 ＋5.3 70.2
06/05 ＋0.1 (＋4.5) ＋0.3 (＋1.5) ＋0.8 ＋1.1 ＋1.1 ＋2.1 ＋9.2 71.0
06/06 ＋0.6 (＋4.9) ＋0.1 (＋1.7) ＋1.2 ＋0.5 ＋0.7 ▲2.8 ▲0.8 71.0
06/07 ▲0.1 (＋4.0) ▲0.6 (＋0.8) ＋0.7 ＋0.3 ＋0.5 ＋2.5 ＋1.3 74.4
06/08 ＋0.4 (＋3.8) ＋0.4 (＋1.2) ▲0.3 ＋0.5 ＋0.4 ＋2.6 ▲3.9 73.1
06/09 ▲1.4 (＋0.9) ＋0.3 (＋1.2) ▲8.1 ▲1.5 ＋0.1 ▲3.4 ＋0.8 63.9
06/10 ▲1.6 (▲1.6) ▲0.9 (＋0.6) ▲5.0 ▲1.1 ＋0.0 ▲10.6 ▲1.3 59.1
06/11 ＋2.0 (＋0.9) ＋1.3 (＋1.8) ＋6.1 ＋0.7 ▲0.3 ＋15.6 ＋0.5 59.4
06/12 ＋0.9 (＋1.1) ＋0.2 (＋2.0) ＋2.5 ＋0.5 ▲0.1 ＋2.6 ＋1.0 62.1
（出所）労働省（Department of Labor）
（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

生産者段階の川中か

ら川下への価格転嫁

率低下 
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最終財でのカテゴリー別の動向をみると、食品関連ではフルーツ、生鮮・加工野菜、加

工若鶏の上昇によって食品価格は前月比＋1.7％（前月同＋0.1％）となった。 

エネルギーは前月比＋2.5％（同＋6.1％）とプラス幅が縮小した。家庭用電力が同＋

0.1％（同▲0.2％）とプラスに転じた一方、天然ガスが同＋0.7％（同＋5.9％）、ガソリ

ンが同＋7.1％（同＋17.9％）、ヒーティングオイルが同＋4.0％（同＋7.7％）とプラス幅

を縮小した。 

消費財（エネルギー・食料品を除く）は前月比＋0.1％（前月＋1.1％）と鈍化した。こ

こもと上昇と下落を繰り返している乗用車価格が12月に同▲0.2％（11月同＋2.2％、10月

同▲2.3％、９月同＋2.8％、８月同▲2.6％、７月同▲0.8％、６月同＋0.9％）と再び下落

した。 

資本財も前月比＋0.2％（同＋1.4％）とプラス幅を縮小した。コンピューターが下落し

たことに加えて、軽トラックが前月の高い伸びの反動等によって同＋0.7％（11月同＋

13.7％、10月同▲9.7％、９月同＋3.5％、８月同▲3.4％、７月同▲3.1％）と大幅に鈍化

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資本財、消費財コア

ともに上昇ペース鈍
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